
OCOA会員各位 

 

「二次骨折予防継続管理料 3 の施設基準の届出」の際に必要な「院内研修会」について、会員より疑義の

連絡がありましたので、その回答内容に関して再送致します。 

 

現在、院内研修に関しては、厚労省からの明確な要件は示されていません。 

その上で、現時点までの情報を元にあくまでも私見として述べさせて頂きます。 
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院内研修に関しては、「外来感染対策向上加算」の施設届けに関する研修が参考になります。添付資料①

Q&A 問 18 より、「院内感染対策」を「二次性骨折予防」に読み替えて頂くと分りやすいと思います。 

厚労省の「研修に関する基本的な考え方」は共通しており、以下の文面に代表されると思います。 
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・ 院内感染対策の基礎的考え方及び具体的方策について、当該保険医療機関の職員に周知徹底を行うこと

で、個々の職員の院内感染対策に対する意識を高め、業務を遂行する上での技能の向上等を図るものであ

ること。 

・ 当該保険医療機関の実情に即した内容で、職種横断的な参加の下に行われるものであること。 

・ 保険医療機関全体に共通する院内感染対策に関する内容について、年２回程度定期的に開催するほか、

必要に応じて開催すること 

・ 研修の実施内容（開催又は受講日時、出席者、研修項目）について記録すること。 
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あくまでも私見です。 

1，「〇分以上」➔60 分程度 

2，「（院内の者以外）外部講師の招聘」 

  ➔内外を問わず、整形外科・内科など専門科を問わず、 

   骨粗鬆症を治療に従事している医師で OK 

3，「講師の資格（認定医など）」➔上記 2 に同じ 

4，「オンライン（オンデマンド・ビデオ等）の可・不可」 

  ➔不可 添付資料②厚労省 Q&A に一節ですが大変ハードルが高い。 

5，私自身が薬剤師、看護師を含めた職員に対し研修会を行うという形でも良いのでしょうか？ 

  ➔これが実現可能な最も適切な研修会であると思います。 

   出席者に施設届出添付書類に記載している、3 専任の看護師と 5 連携する保健医療機関の薬剤師名

が入っていればベスト。 

   私が提出した研修内容は、添付資料 B の 2 ページ目に掲載しています。 

6，例年であれば製薬会社に薬品説明会も兼ねた「院内勉強会」 

  ➔資料①Q&A 問 19 より不可 

7，４月から適用される管理料で「同月に１，２を算定している場合は算定できない」ということであれ

ば、３を算定できるのは早くても５月以降という理解でよろしいでしょうか？ 

  ➔その通りだと思います。 



8， 資料③ですが、病院サイドでの比較的大きな加算が新設されました。その施設基準は、近畿厚生局の

ホームページに載りますので、我々が二次骨折予防継続管理料 3 を算定するときの指標の一つになります

が、情報提供書で二次骨折予防継続管理料 1 を算定したかどうか尋ねるのが確実であると思います。 

 

 

大阪臨床整形外科医会 会長 藤本啓治 

OCOA 学術委員会、JCOA 社保委員会 神藤佳孝 
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看護好子：看護師は必須
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2022年5月12日開催予定
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骨粗鬆症院内研修会

講師：○○整形外科・リウマチクリニック 整形太郎
開催日時：2022年5月12日（木）午後2時～
開催場所：リハビリテーション室

【研修目的と内容】

目的：骨粗鬆症に関する理解を深め、二次骨折予防に役立つ治療を実践する。

研修内容：

1，骨粗鬆とは？

2，骨粗鬆症の検査

① 骨密度検査

② 骨代謝マーカー

③ レントゲン検査

3，骨粗鬆症の

① 経口薬

② 注射製剤

【参加者】

医師：整形太郎

薬剤師：臨床花子

看護師：看護好子

：

：

放射線技師：放射次郎

事務スタッフ：数名


